
□点 鐘

□国歌斉唱

□ロータリーソング：奉仕の理想

□４つのテスト：三好静子会員

□会員数：１２名

□出席者：１１名

□欠席者： １名

□メイク： ０名 □出席率：９１．６７％

１０月 三好静子会員

【幹事 宇都宮勝博】

・ロータリーレート

10月 １＄＝１４９円

・竹原市制施行65周年記念式典ご案内

日時 11月3日（金） 場所 竹原市民館

・2024-25年度ガバナー補佐任命について

G9尾道東RC 亀田茂登様

<お願い>

・財団寄付の件、年次寄付集めさせて頂きます。

一括払い又は前期後期2回払い、都合の良い時

にお願い致します。

・ポリオ寄付4,000円、11月に集金させて頂きま

す。ご協力お願いします。

・10月26日は月見例会(オープン例会)です。入会

候補者の方がいらっしゃいましたら是非ご紹介

下さい。

・10月12日は休会、次回の例会は10月19日です。

【会長 宮本 和彦】

10月に入りまして年賀状

の販売は既に始まっており

ます。色々な節目で挨拶状

を使いますが一番馴染みの

あるのが年賀状であると思

いましてお話させていただきます。

最近はインターネットの等の普及により年賀状を

出す人の数が随分少なくなっているようです。

お年玉付きの年賀はがきが初めて発行されたのは、

戦後の混乱が続く1949年（昭和24年）12月のこ

とで、発行枚数はおよそ1億8千万枚でした。

その後、経済復興や人口増加に伴って枚数は年々

増え続け、1973年（昭和48年）には20億枚を超

え、ピーク時の2003年（平成15年）には約44億

6千万枚に達しています。ところが、その後は下

降線をたどり、今年の年賀はがきの当初発行枚数

は14億4千万枚、前年度は16億4千万までしたの

で、前年比12％減と大幅に減少していることがわ

かります。年賀状は普段お世話になっている方に

感謝の気持ちを伝え互いの近況を報告し、新しい

年に向けた自らの抱負を語る「場」でもあります。

本日のプログラム １０月１９日 次週のプログラム １０月２６日

卓 話

広島県竹原市教育委員会教育長 高田英弘様

月見例会（オープン例会）

於：瀬戸内ゴルフリゾート

【２０２３年１０月５日 第２７８５回例会記録 】
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その手段が葉書からSNSなどの新たな通信方法に

代わっただけなのかもしれませんが、大切な習慣

が失われていくような寂しさを覚えてしまいます。

年賀状を虚礼に過ぎないと批判する向きもありま

すが、年初という節目ごとに、これまで出会って

きた人との縁を思う心は失いたくないものです。

長引いたコロナ禍のなかで、人と会う機会は少な

くなり、起伏のない、のっぺらぼうな日々が続く

ばかりと感じている人も多いと聞きます。そのよ

うな気持ちで毎日をやり過ごしていれば季節感は

薄れ、新年の迎え方もなんとなくぼんやりしたも

のになってしまうでしょう。年賀状を出す、出さ

ないはさておき、お正月が一年の節目であること

を意識して、行く年を振り返り、これからの一年

をどのようにすべきであるかを考えてみることは

大切です。

会長 宮本 和彦

11月30日年次総会を行うにあたり、細則第4条

役員および理事の選任について臨時総会を行いま

す。

◆本細則第６条に基づき、年次総会前に、次年度

会長は、幹事、会計、ＳＡＡの指名（任命）をお

願いします。

◆指名委員会は直前会長と遡る４名のパスト会長

計５名（板場・福本・久藤・宮本・木村会員）で

構成し、直前会長（板場会員）が委員長となりま

す。指名委員会は次年度の会長エレクトおよび理

事候補者３名の指名をお願いします。

会員 堀越賢二

10月11日が結婚記念日で

今年31周年を迎えます。

2足のわらじを履いてから

は特に奥さんに肉体的、精

神的に大きな負担をかけて

おり、申し訳ない気持ちを

持っていますが、これは仕

方ないのでこれからも我慢強く頑張って貰いたい

です。

今月は結婚記念日、来月は奥さんの誕生日、再来

月は私の誕生日で目出度い続きです。今月の結婚

記念日と来月の誕生日はしっかりと感謝の気持ち

を込めてお祝いしたいと思います。12月の私の

誕生日は特にお祝いすること無く過ぎると思いま

す。

花を贈られて嫌な気持ちになる人は居ないと勝手

に思っているので、支払いを忘れることなく花束

を贈りたいと思います。

何より健康であることが大切ですので、しっかり

と体調管理をしてそれぞれの記念日を迎えたいと

思います。

四つのテスト １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか


